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Tarkamrta における言語論

細 野 邦 子

0・Navyanyayaで は,正 しい 知(prama)と し て直 接 知,推 理 知,類 比 知 ,こ

とば の知(sababodha)の 四 つ を認 め る。 こ れ ら の 知 は 対 象 を 保 持 す る 者(vi§ayin)

と呼 ば れ,そ の対 象(vi§aya)は 一 定 の枠 組 み を も っ てい る。 す なわ ち,知 の 対 象

は 規 定 者(prakara),被 規 定 者(..visesya;),両 者 の間 の関 係(samsarga)か ら 構 成

さ れ る 。 例 え ば,`ayamghatah'と い う直 接 知 が 生 じ,た場 合,こ の知 の対 象 は,

被 規 定 者 で あ る 眼 前 の 個 体,規 定 者 で あ る瓶 性(ghatatva),被 規 定 者 と規 定 者 の

関 係 で あ る 内属 関係 か ら構 成 さ れ て い る。 こ とば の知 も例 外 で は な い。 そ の対 象

は,文 を 構 成 す る諸 形 態 素(pada)に よ って 表 示 され た 諸padarthaと そ れ ら の

間 の 関 係 か ら構 成 され る。 そ れ で は,ど のpadaのpadarthaが どのpadaの

padarthaの 限 定 者(..vlsesana)と な るの か,ま た 限 定 者 とな っ たpadartha(規 定

者,prakara)と 被 限 定 者 とな っ たpadartha(被 規 定者,visesya)の 問 の 存 在 論 上 の

関 係 は い か な る ものか 。 本 稿 で は,17世 紀 にNavyanyayaの 言 語 理 論 を確 立 し

S功4α6α緬 ρん 妬5伽 を 著 したJagadisaの 手 に な る と考 え られ てい る1)Vai含eSik我

系 統 の 綱 要 書TarkamrtaのSabdapramana章 に基 づ い て,そ れ を 明 ら か に し

た い 。 そ こに は,文 を 構 成 す るpadaに よ って 表 示 され たpadartha間 の限 定 被

限定 関 係 の 全 体 像 が 簡 単 に では あ るが 示 され て い る か らで あ る。 これ は,Nyaya

学 派 の存 在 論 の体 系 に,PSと の 整 合 性 を 保 ち つ つ ど の よ う に 語 の 意味 の 関係

を 対 応 さ せ て い る か を 知 る 手 が か りに な る と考 え る。 す で に長 尾 睦 司 教 授 が,

「Naiyaikaのkrti説 」2)にお い て,PayamaLaghuManjusa,1吻 の βs溺 纏%如 一

muktavaliお よび そ の 注 釈,Sabdasaktipyakasika等 に 基 づ き,次 の 四 点 を 指 摘 し

てお られ る。(1)人 称 語 尾 は 努 力 を 直 接 表 示 す る(2)そ れ は 言語 認 識 に あ っ ては

第 一 格 語 尾 を 備 え た 語 の意 味 の特 徴(限 定要 素)と して 顕 現 す る もの と し て 処 理

され る(3)こ の様 な処 理 の仕 方 は,第 一 格 を 備 え た 語 の 意 味 が 言 語 認 識 に お い て

主 要 素 とな るの で あ っ て,他 の諸 意 味 は 全 て これ の 限定 要 素 と して 分 析 され ね ば

な らな い とい う原 則 に 基 づ くも の で あ る(4)こ の原 則 は第 一・格 語尾 の 語 に よ って

言 及 され る実 体 の 観 念 が,Nyaya学 派 の 存 在 論 の体 系 に お い て 卓 越 して い る 事
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実 と 関係 す る で あ ろ う。 本 稿 は この原 則 を詳 し く示 す こ とに な る。

1.ま ずpadaと は 何 か 。TAに お い てpadaはSaktaと 定 義 さ れ る3)。Sakti

は 「`ghata'等 のpadaの 瓶 に 対 す る 〔関 係 〕(ghatadipadasyaghatadau)」 ・・ と説

明 され,padaは このSakti関 係 のpratiyoginと な る。 一 方,一 般 にSakyaと

呼 ば れ るpadarthaはanuyoginで あ る。 このpadaは,SSPで は,ま ず 語 幹

(prakrti),語 尾(pratyaya),不 変 化 詞(nipata)の 三 種 類 に分i類され る5)。 さ らに,

語 幹 は 名詞 語 幹(nama)と 語 根(dhatu)の 二 種 類 に6),語 尾 はvibhakti(格 語尾

(sUP),人 称語尾(tiN)7)),dhatvarp§a,krt,taddhitaの 四 種 類 に8)に 分 類 され る 。

PSに お い てpadaと し て規 定 され てい る格 語 尾 で終 わ る も の(sUBanta)や 人 称 語

尾 で終 わ る もの(tiNanta)9)はSSPで は 文 で あ る と考 え られ てい る。 そ れ では,

これ ら のpadaに よっ て表 示 され たpad言rtha間 の 関 係 を み て い こ う。 〔な お,

padarthaは 普遍 に限 定 さ れ た 個 体(jativigistavyakti)で あ るが,TAに 従 っ て,

pada`grama'のpad百rthaは 村(grama)と 簡略 化 す る〕。

前 述 した よ うに,padartha間 の 関 係 には 限 定 被:限定 関係 と規 定 者 と 被 規 定 者

の 間 の 関 係 が あ る。 まず,SSPに 従 っ て,各padaに よ って 理 解 され るpadartha

の 間 の 限 定 被 限 定 関係 を 明 らか に し た い。vibhakti(sUP,tiN)つ い て 「あ る 語

が,自 己 の 意 味 に対 す る,自 己 の 語 幹 の 意味 を叙 述 者(vidheya)と す る 関 係 の 理

解 に 対 して 生 起 させ る力 を もつ 場 合,そ のsUP等 はvibhaktiと 呼 ばれ る」 と

述 べ られ て い る。 例 え ば,`ghatam'のamに よ っ て`karmatvarpghatiyam'

と,`pacati'のtiPに ょっ て`krtihpakiya'と い うふ うに,自 己 の 意味 に対 す

る 語幹 の 意 味 の,前 者 を 被 叙 述 者,後 者 を 叙 述 者 とす る 関係 が 理:解 さ れ る10)。

karakaに つ い て は 次 の よ うに 述 べ られ て い る。 「語 根aに よ っ て想 起 され た意 味

Aに,結 び つ き規 定 者 とな って 理 解 され るsUPの 意 味,そ れ が 語 根aに よ っ て

想 起 され た行 為Aに 対 し て,行 為 を 成 り立 た せ る要 素(karaka)と な る」11)。こ

の よ うに,sUPの 意味 がkarakaで あ る 場 合,そ れ は 語 根 の 意 味 を 限 定 す る。 ま

た,tiNつ い て は,「 語 根 の 意 味 に 限 定 され た 自己 の 意 味 で あ る 努 力,そ れ を叙

述 者 とす る関 係 を理 解 させ る 力 を もつ 語が 人 称 語 尾(akhyata)で あ る」12),「語根
　

の意味に限定されたtiNの 意味の関係の理解に対して,aを 終わ りにもつ名詞語

幹によって想起されることが原因である場合,aがsUPの 中の第一格である」13)

と述べられている。 このように,tiNの 意味は第一格で終わる名詞語幹の意味を

限定する。第一格を終わ りにもつ語幹および第一格については 「瓶等の語は,第

一格を終わ りにもつものとして確定された場合にのみ,自 己の意味を第一被限定
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者 とす る知 識 を 生 じ さ せ る」14),「あ るvibhaktiが 同 一 性(tadatmya)と 異 な る

自己 の 意 味 に 対 す る語 幹 の意 味 の 〔関 係 の〕 理 解 に 対 し て本 質 的 に生 起 させ る能

力 が な い 場 合,そ れ は 第 一 格 で あ る」15)と述 べ られ てい る。 こ の よ う に,同 一 性

を 意 味:しな い 第 一・格 が 接 続 す る名 詞 語 幹 の意 味 が 第 一 被 限 定 者 とな り,そ の第 一

格 は い か な る 関 係 も理 解 させ な い 。

以上 を ま とめ よ う。 「AがBを 限定 す る 」 とい う関 係 を 「A→B」 と表 す と,文

を 構 成 す るpadaに よ っ て理 解 され るpadartha間 の限 定 被 限定 関 係 は,名 詞 語

幹 の意 味 → 格 語 尾 の 意 味 → 語 根 の 意 味 → 人 称 語 尾 の意 味=→第 一 格 が 接 続 す る 名 詞

語 幹 の 意 味,と な る。 例 え ば,`devadattogramamgacchati'と い う文 は,`de-

vadatta"sU'`grama'`am'`gam'`tiP'と い うpadaか ら構 成 され てい る。 第

一 格 を の ぞ くそれ ぞれ のpadaの 意 味 の 限定 被 限 定 関 係 は
,`grama'の 意 味 →

`am'の 意 味 →`gam'の 意 味 →`tip'の 意 味→`devadatta'の 意 味
,と な る。 す

なわ ち,村 → 〔行 為対 象 性(karmatva)〕 → 行 く行 為(gamana)→ 努 力(krti)→ デ

ー・ヴ ナ ダ ッタ と な り
,最 終 的 に,村 〔を 行 為対 象 とす る〕 行 く行 為 〔を生 起 させ

る 〕 努 力 〔を 有 す る〕 デ ー ヴ ァ ダ ッ タ(grama-karmaka-gamana-janaka-krti-man

devadattab)と い う関係 が理 解 され る16)。 この 場 合,行 為 対 象 性 とは,行 為 か ら生

起 し た結 果 を 伴 う こ と(kriyajanyaphalasalitva)で あ る17)。 ま た'devadattena

gramogamyate'と い う場 合,第 一 格 を の ぞ くそ れ ぞ れ のpadaの 意 味 の 限 定

被 限 定 関 係 は,`devadatta'の 意 味 →`Ta'の 意 味 →`gam'の 意 味 →`ta'の 意

味 →`grama'の 意 味,と な る。 す な わ ち,デ ー ヴ ァ ダ ッタ→ 努 力 → 行 く行 為 → 結

果(phala)→ 村 とな り,デ ー ヴ ァ ダ ッタ 〔に 在 る 〕 努 力 〔か ら生 起 す る〕 行 く行

為 〔か ら生 起 す る〕結 果 〔を と もな う〕村(devadadatta-vrtti-krti-janya・gamana-janya・

phala-saligramah)と い う関 係 が 理 解 され る18)。 〔 〕 で括 ったpadarthaは 関 係

で あ る。 この よ うに,padarthaの 側 か らみ る と,次 の限 定 被 限 定 関 係 が あ る。

① 名詞 語 幹 の 意 味 → 〔行 為 を 成 り立 た せ る〕 → 行 為 → 努 力 → ア ー トマ ン とい う関

係,お よび ② ア ー トマ ン→ 努 力→ 行 為 → 結 果 → 名 詞 語幹 の 意 味 と い う関 係 で あ

る。 ① と② では,padartha間 の 限定 被 限定 関 係 は ち ょ うど逆 に な っ てい る。

次 に規 定 者 と被規 定 者 の 間 の 関 係 を み よ う。 そ れ は,上 記 に お い て 「村 を 行 為

対 象 とす る行 為 」 「行 為 を 生 起 させ る努 力 」 「努 力 か ら生 起 した 行 為 か ら生 起 した

結 果 」 「努 力 を 有 す るデ ー ヴ ァ ダ ッタ」 「デ ー ヴ ァ ダ ッタに在 る 努 力」 とい うふ う

に 述 べ られ て い る,行 為 を成 り立 たせ る要 素 と行為 の 間 の 関係,あ る い は行 為 と

努 力 の間 の生 起 させ られ る もの を生 起 させ る もの の 関係,努 力 とア ー トマ ンの 間
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の保 持 さ れ る もの と保 持 す る もの の 間 の 関 係,で あ る。Nyaya学 派 で は,あ る

もの(結 果)に 対 して欲 求 が 生 じ,行 為 を 起 こ して そ れ を 獲 得 す る過程 を 次 の よ

うに考}て い る。 ① 結 果 を対 象 とす る 知 識が 生 起 す る② 結 果 を 対 象 とす る欲 求 が

生 起 す る③ 行 為 が 努 力 に よ っ て達 成 され る こ と(krtisadhyata),お よび 行 為 が 結

果 を 達 成 す る手 段 で あ る こ と(istasadhanata)を 対 象 とす る知 識 が 生 起 す る④ 行 為

を対 象 とす る欲 求 が 生 起 す る⑤ 行 為 を対 象 とす る努 力が 生 起 す る⑥ 行為 が 生 起 す

る⑦ 結 果 が 獲 得 され る19)。 これ ら の事 態 が 述 べ られ て い る。

さ て,人 称 語 尾 の意 味 の一 つ で あ る時 間は どの よ うな 限定 関 係 を もつ の だ ろ う

か 。 まずIATLを み て み よ う。TAで は,PS.3.2.123.に 基 づ き,IATは 現 在 性

(varttamanatva)を 表 示 す る と考 え る20)。例 え ば,先 に 挙 げ た`devadattogramam

gacchati'と い う文 か ら,grama-karmaka-gamana-janaka一varttamana-krti-man

devadattahと い う関係 が 理 解 され る 。この よ うに,IATの 意 味 で あ る現 在 性 は,

人 称 語 尾 の意 味 で あ る 努 力 を 限 定 す る。 現 在 性 とは,語 の使 用 の保 持 者 で あ る 時

間 に 在 る こ と(tattacchabdaprayogadhikaranakala(vrtti)tva)で あ り21),こ れ は 語

が 使 用 され る時 点 で,ま だ行 為 が 生 起 して い な い こ とを示 して い る。 次 にIRTと

lUNを み て み よ う。TAで は,PS.3.3.13.に 基 づ き,IRTは 未 来 性(bhavi§y・

attva)を 表 示す る と考 え,そ の 未 来 性 を 現 在 の 未 生 無 のpratiyoginで あ り生 起

を 有 す る こ と(vidyamana-pragabhava-pratiyogy-utpatti-ka-tva)と 定 義 す る。 例}

ば,`gami§yati'と い う文 か ら,現 在 の未 生 無 のpratiyoginで あ る生 起 を有 す る

行 く行 為 〔を 生 起 さ せ る〕 努 力 〔を 有 す る〕(vidamana-pragabhava-pratiyogy・

utpattika-gamana-anukula-krti・man)と い う関 係 が理 解 され る22)。 ま た,PS.3.2.

110.に 基 づ き,IUNは 過 去 性:および 生 起(utpatti)を 表 示 す る と考 え,そ の 過

去 性 を 現在 の 已 滅 無 のpratiyoginで あ る こ と(vidyamana-dhvamsa-pratiyogi-tva)

と定 義 す る23)。例 え ば,`agamat'と い う文 か ら,現 在 の 已滅 無 のpratiyoginで

あ る 生 起 を 有 す る行 く行 為 〔を 生 起 させ る〕努 力 〔を 有 す る〕,と い う関 係 が 理 解

され る24)。 こ の よ うに,IRTお よびIUNの 意味 で あ る未 来 性,過 去 性 は 語 根 の

意 味 で あ る行 為 を 限定 す る 。

未 来 性,過 去 性 とい う規 定 者 と,行 為 とい う被 規定 者 の 間 の 関 係 は 上 記 の 例 の

とお りで あ る。 補 足 す る と,未 生 無 とは,生 起 の前 の 内 属 因 に お け る結 果 の関 係

無 で あ り,已 滅 無 とは,生 起 の後 の 内属 因 に お け る 結 果 の 関 係 無 で あ る23)。従 っ

て,現 在 語 が 使 用 され て い る時 点 で ア ー トマ ン に 在 る未 生 無 のpratiyoginで あ

る行 く行 為,あ るい は 已 滅 無 のpratiyoginで あ る行 く行 為,と い う関係 に な る 。
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二つの行為の間の時間的前後関係 も,後 の行為の未生無と同時である前の行為,

あるいは前の行為の已滅無と同時である後の行為,と い うふ うに理解される。

2.TAで は,以 上の原則をふまえてlakara,dhatvar蛉a,krtを 含む文からど

の よ うな関 係が 理 解 さ れ る か を 述 べ て い る。 例 え ば,yaNを 含 む 文`caitrah

papcyate'と い う文 か らは,あ る}定 期 間 に わ た る料 理 行 為 と同種 類 の別 の 〔料

理 〕 行 為 の已 滅 無 と 同時 で あ る料 理 行 為 〔を 対 象 とす る〕現 在 の努 力 〔を 有 す る〕

チ ャイ トラ(idanintana-paka-sajatiya・kriyantara・dhva1psa-kalina-paka・vi§ayaka-krti・

mancaitrab)と い う関係 が 理 解 され る25)。そ の 原 則 とは 次 の もの で あ る 。padartha

間 の 限 定 被 限 定 関 係 は,名 詞 語 幹 の意 味 → 格語 尾 の 意 味 → 語 根 の 意 味 → 人 称 語 尾

の 意 味 → 第 一 格 が 接 続 す る 名 詞 語 幹 の 意 味,と な って い る。lakaraの 意 味,

dhatvarp6aの 意 味 づkrtの 意 味 は,語 根 の 意 味 を 限 定 した り語 根 の 意 味 に 限 定 さ

れ た りす る。 また そ れ らの 意 味 で あ る時 間,す な わ ち 現在 性 は 努 力 を,未 来 性 や

後 続 性,過 去 性 や 先 行 性 は 行 為 を 限 定 す る。

1)TAは 名詞語幹の分類,間 接表示 関係の分 類 お よ び 限定複合 語
'rajapurusah'の

解釈 においてSSPと 見解 を異 に し,TAを Jagadisa の著作とみなすかどうかは検討

の余地 がある。例 えば, 'rajapurusah'
につ いて,TAは,前 分 が王 との関係を もつ

ものを間接表示 しそれが後分の意味に 同一関係 に よって結 びつ くと主張 し,前 分 が王

との関係 を間接 表示 す るとい う Tattvacintamani の見解 を排 除す る。 これ に対 し て

SSPは 後 者 を認 め る。2)『 哲 学 年 報 』31,1972 3) TA, p. 88 4) TA.

p. 87 5) SSP. P. 31 6) SSP. P. 68 7) SSP. P. 284 8) SSP. P. 283 
9) PS. 1. 4. 14. 10) SSP. P. 285 11) SSP. p. 294 12) SSP. p. 395 

13) SSP. p. 288 14) SSP. P. 39 15) SSP. P. 283 16) TA. p. 91 
17) TAv. p. 91 18) TA. P. 93 19) NSM. pp. 472-474 20) TA. p. 91 
21) TAv. P. 92 22) TA. P. 94 23) TA. P. 94 24) TAv. P. 96 25) 
TK. P. 20 26) TA. P. 100

略号 TA: Tarkamrta: with vivrti, Biblioteca Indica 302. TAv: see TA.
.1 .1 

SSP: Sabdasaktiprdkasikd, Kashi Sanskrt Series 109. 

PS: Astadhiyayi. 

NSM: Nyayasiddhantamuktdvali, Kashi Saskrit Series 212. 

TK: Tarkakaumudi, Sophia Indological Series 4.
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